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金沢工業大学 学長 大澤 敏

未来社会「Society5.0」をリードする人材育成
～AI,IoT,ICTを活用した社会実装型教育研究～

資料３



教育の原点：学生が主役 ⇒次代「Society5.0」をリードする人材育成
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「学生一人ひとりの個性を輝かせ、一人前の社会人にすること」を目標にした数々の施策

を「教育付加価値日本一」を目指す取り組みと位置付け、今日まで大切にし、継承している。

本学が最も注力している点は、

① 入学した学生に「意欲・目標」を持たせ、（SDGｓ）

②「学生が持つ力」を引き出し、（教え合いの文化）

更に「向上への気づき」を促し、（AI,IoT,ICTの活用)

③ 学力と人間力を統合して、（社会実装型PBL)

学生を最大限に成長させる ⇔「社会との共創」

教育付加価値日本一を目指して 社会実装型の教育研究を通して実現する

高等学校学習指導要領

・学びに向かう力・人間性

・基礎知識と技能

・思考力・判断力・表現力等

「社会に開かれた教育課程」の実現

社
会
で
必
要
な
力

高・大・社会
の接続
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未来社会「Society 5.0」の人材育成フィールド

植物工場

エネルギー自給

自動運転

ロボットと介護

遠隔医療

健康管理スマート工場

自動宅配

遠隔農業

遠隔観光

資源の探索

創薬

～AI・IoT・DSなどの情報技術が社会実装される社会～

歴史文化都市

異なる専門分野の連携が必須



学部・学科横断型教育研究の仕組み：チャレンジラボ×AIラボ
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「世代・分野・文化を超えた共創」：高校・大学・企業・社会人の枠を超えた研究

企業人・地域の方々
複数の専門教育 教員
プロジェクトデザイン科目 教員
数理基礎教育 教員
外国語教育 教員
人文・社会系 教員
技師

教育への参画

 修士論文・プロジェクト
デザインレポート

 イノベーション
 社会への波及効果
 倫理的問題
 外国語による執筆
 歴史的位置づけ

学生のアウトプット（例）

基礎と専門教員・企業人・一般社会人の参画

連携して社会の諸問題の解決・イノベーション創出

電気電子
情 報

心理科学
経営情報
メディア

情報

建 築環境土木

応用バイオ
応用化学

機械
航空システム
ロボティクス

課 題 イノベーション

スマートファクトリー
遠隔医療

介護ロボットなど
×

AI・IoT・VR
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社会実装型教育研究の例：植物工場の研究例

環境モニタリングセンサーを
設置した植物工場

AIを用いて不用なイチゴの
芽や葉を間引くロボット

植物工場をクリーンエネルギー
（小水力発電）で稼働

電気電子

建築

電気電子
機械工学

情報工学

経営

ロボティクスバイオ・化学北菱電興（株）
産学連携共同研究圃場
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プロジェクト型社会実装教育（正課科目：１～４年まで毎年必修）

「Society5.0」イノベーション基礎

各段階で習得する事項

問題の発見

課題の明確化

解決策の創出

設計の具体化
有効性の検証

評価・選定

 情報検索法：先行事例の調査

 情報収集法：観察・ニーズ調査

 データサイエンスの活用

 情報分析法 ：問題の分類・可視化

 要求仕様作成法：制約条件の検討

 テーマの設定法：重み付け

 ブレーンストーミング、KJ法

 IoT,AIの活用

 要素技術の組み合わせ

 定量評価と改善法

 実現可能性評価と改善法

 コストの計算法

 実証実験計画法

 プロトタイプの製作 ICT,IoT,AIの活用

 実施・運用・分析法・精度・検定

企業の技術者・研究者

地域住民・自治体担当者

異分野の学生・外国人

Conceive 考える Design デザインする Implement 実行する Operate 運用する

社会実装力の強化

企業からのテーマ課題提供

自治体・住民からの課題提供

データサイエンス
AI・IoTの活用

社会人と学生の学び合い

SDGs関連課題等



グローバルPBLの例
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全科目の50％に実践的な理工学英語を
取り入れた授業運営
⇒卒業時には自然に専門分野の日常英
語が身につくように授業を設計

授業で日常的に使う言葉・動作の英語化

文化の異なる多様な人との共創
国際プロジェクト科目を学内外で実施

例：AはBに比例する⇒A is proportional to B
ネジを締めてください

⇒Please tighten a screw

プロジェクトデザインII
留学生と学ぶ授業（英語）

国際プロジェクト
海外インターンシップ
提携校との共同授業

短期・長期留学プログラム



最新の情報技術教育プログラムの提供と社会実装

：ＡＩ・ＩｏＴ・ＩＣＴを学生と社会人が共に学び社会実装へ展開

ＡＩ

2020年度から全学必修

2020年度から全学必修

ＩｏＴ

ＩＣＴ
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2020年度からPDに導入

情報技術教育
https://www.youtube.com/watch?v=CWdfJArsadc&list=PLGpGsGZ3lmbC-Sa4cmjJO5yAkUmJFRO2j&index=10

https://www.youtube.com/watch?v=CWdfJArsadc&list=PLGpGsGZ3lmbC-Sa4cmjJO5yAkUmJFRO2j&index=10


学力と人間力を統合して「自ら考え行動する技術者」を育成

～社会実装プロジェクトを通して大学と社会が有機的に繋がる教育環境の構築～

社会実装型教育を通した人材育成：コーオプ教育2020～
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実務家教員

コーオプ教育

大学 社会

社会実装プロジェクト

AI・IoT・データサイエンス教育
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コーオプ教育による人材育成 －学生が企業の一員として就労しながら学ぶ科目－

コーオププログラムの提供
社会実装体験で深い学び
実用研究レベルの深い学び
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CWIE : Cooperative & Work
Integrated Education

企業金沢工業大学

■世界産学連携教育協会（WACE）に加盟

・CWIEの推進と国際ネットワーク構築
・産学連携教育研究の促進
・加盟教育機関及び企業との連携強化
・57か国、1,000以上の教育機関が加盟

日本経済の未来に資する

新たな産業の創出

ジョブマッチングによる
退職者の抑制

企業の業務を学生に指示
学生を企業人として指導
大学との協同人材育成

企業の一員として就業
課題解決に取り組む
企業のリーダー教育への寄与



ニュートン（1642－1727）
自然哲学の数学的原理

「プリンキピア」（1687）

ガリレオ・ガリレイ（1564－1642）
プトレマイオス及びコペルニクスの

世界二大体系についての対話（1632）

ガリレオやニュートンは何を考え何を語ったのか？
KITでしかできない原典初版本を活用した教育研究

なぜ星は
落ちないのか

望遠鏡の考案

設計と製作

天体観測と検
証

学問の本質を学び、未来へチャレンジする研究力
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STEAM教育
Science

Technology

Engineering

Art

Mathematics

１年生全員が受講する

落下現象

運動の3法則
万有引力

距離と時間の
測定法

設計と製作
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ナノセルロース
ナノファイバー

超小型飛行機

リリエンタール（1848-１896）
飛行機の基礎となる鳥の飛翔 (1889）

ライト（兄）（1867-1912）
航空実験（1901）

まだ使われていない理論を
現代の技術で実現

超軽量ジェット機

炭素繊維

プロジェクト型研究とSTEＡM教育

未来へチャレンジする研究

STEAMの例：分子設計・ナノテクノロジー・実装技術・形状美・数値解析

安全に
関する倫理？

墜落する確率が
下がるのになぜ応用
されていないのか？

STEAM題材
ベクトル・流体・揚力・
製造技術・アート
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空飛ぶ車

経済産業省ウェブサイト（https://www.meti.go.jp/press/2018/12/20181220007/
20181220007.html）を基に作成

https://www.meti.go.jp/press/2018/12/20181220007/20181220007.html


「Society5.0」に必要な教育研究：「工学×OO」～「文理融合」
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微弱電流で足を動かすリハビリ

医学・看護・リハビリ・介護・アート等、現場やユーザーの立場からの観点

100歳でも走れる
ウエアー開発へ

リハビリテーション医学

アート・デザイン看護倫理

高・大接続・産学官連携

歩き方情報から健康管理

倫理学

医学

スマートシューズ

写真提供：金沢市

色彩学

文化人類学

デジタル観光

歴史学

都市社会学

双方向サイバー空間

STEAM

心理学

芸術×歴史×文化都市

幾何学

テクノロジー×アート

行政シューズメーカー

通信関連企業素材メーカー

食品業界商社
工作機械

仮想通貨

行政

行政
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電子シラバス（e-シラバス）を活用した双方向遠隔授業の実施
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双方向遠隔授業における e-シラバスの活用例

授業の要点をまとめ
た動画・YouTube等

Zoom等を使った説明・
質疑応答・討議

レポートの提出と返却

eラーニンイング教材

Web小テストシステム

自己点検・ポートフォリオ

授業に関連するプロ
ジェクトの紹介

授業週毎の最適な組み
合わせによる授業運用

対面個別指導

直
接
指
導

学
生
に
よ
る
自
学
自
習
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× ＝フィジカル空間 サイバー空間 現実

遠隔医療

海外日本
自宅

病院

国内大学入口企業への入口 海外大学入口

遠隔教育研究

VRの併用スマートグラス × MR AIスピーカー×多言語同時翻訳

2019年3月

「どこでもドア」
チャレンジラボ

に導入

2025年までに変わる「Society5.0」教育研究環境と５G Edu-Tech

データサイエンス



ご清聴有難うございました
https://www.kanazawa-it.ac.jp/

学生主体のプロジェクト活動の拠点 「夢考房」

学問の本質を学ぶ
ライブラリーセンター
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別添資料
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１．遠隔授業アンケート
２．共創教育
３．コーオプ教育
４．研究
５．高大接続

5-1 PBLによる高大接続
5-2 数理による高大連携

６．CDIOイニシアチブ
７．SDGｓ



19

配付数：4,636サンプル 1年次：1,733サンプル
2年次：1,577サンプル
3年次：1,326サンプル

回収数：3,740サンプル 1年次：1,455サンプル
2年次：1,285サンプル
3年次：1,000サンプル

１．令和2年度 KIT総合【遠隔授業】アンケート
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1-1 遠隔授業の総合的な満足度
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1-2 eシラバスの評価
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1-3 遠隔授業の進め方や内容に対する評価
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ｗithコロナ時代に必要な能力：対面×遠隔のハイブリッド化で対応

対面
×

遠隔
新しいコミュニケーション能力

４月２０日：Webツールを駆使した遠隔授業を開始

６月２日：３密を避けながら研究室活動を再開

６月５日：３密を避けながら対面授業を再開

～現在：対面と遠隔のハイブリッド運用

５月２８日：学生に対する対面・個別指導を開始

４月１６日：遠隔授業、就職活動、生活等に関する相談窓口を開設
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対面×遠隔の例、実技科目の例、自習環境の例

遠隔

出力

実技科目 自習環境

３Dプリンター



2．共創教育とは

を身につけ、イノベーションを創出するための教育のこと
です。

(授業・プロジェクト・研究に、研究者・技術者・地域住民・外国人が参画します。）

未来へチャレンジする研究力

学力×人間力

グローバル対応力

学生が、世代・分野・文化の異なる人々と共に学ぶことで
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2-1 社会人との共創

社会人が共学者として授業に参加し、学生・教員と

世代を超えて共に学ぶ共創教育

学生
教員

社会人

ディスカッション

アクティブ
ラーニング

専門基礎力

専門知識演習

発表会

授業の質の
劇的変化

人間と哲学

 哲学的テーマを討議(技術者倫理観）

 人文系教養科目のアクティブラーニングを体験

新しい発想 × 知恵と経験 ＝「イノベーション」
（学生） （社会人）

●科目例

学生間（同世代）の
コミュニケーション

産学連携
教育

企業との
共同研究の

推進プロジェクト型科目１年次

地域連携プロジェクト

技術者・研究者との
世代を超えたコミュニケーション

他学科の学生、地域の方々、
自治体担当者との
分野を超えたコミュニケーション

文化を超えた
コミュニケーション

プロジェクト型科目４年次

社会人との共創学習
世代を超えたコミュニケーション
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2-2 チャレンジラボにおける分野を超えた共創研究

高校・大学・企業・一般社会人の枠を超えた研究

企業人・地域の方々
複数の専門教育 教員
プロジェクトデザイン科目 教員
数理基礎教育 教員
外国語教育 教員
人文・社会系 教員
技師

教育への参画

 修士論文・プロジェクト
デザインレポート

 イノベーション
 社会への波及効果
 倫理的問題
 外国語による執筆
 歴史的位置づけ

学生のアウトプット（例）

基礎と専門教員・研究者・技術者・ユーザー・地域住民

連携して社会の諸問題の解決・イノベーション創出

電気電子
情 報

心理科学
経営情報
メディア

情報

建 築環境土木

応用バイオ
応用化学

機械
航空システム
ロボティクス

課 題 イノベーション

スマートファクトリー
遠隔医療

介護ロボット

×
AI・IoT・VR
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2-3 文化を超えた共創教育

実践的な理工学英語 国際プロジェクト科目

平成30年年4月より、ロチェスター工科

大学（アメリカ・ニューヨーク州）と

「デュアルデグリープログラム（Dual 

Degree Master’s Program）」

を開始

大学院工学研究科情報工学専攻博士前期

課程の学生がKITとRITの両大学院で学び

修了要件を満たすことで、最短2年間で

両大学の修士号取得が可能。

当プログラムの募集人数は最大3名まで。

デュアルデグリープログラム

全科目の50％に実践的な理工学英語を

取り入れた授業運営

卒業時には自然に専門分野の日常英語が

身につくように授業を設計

AはBに比例する
⇒ A is proportional to B

ネジを締めてください
⇒ Please tighten the screw

授業で日常的に
使う言葉・動作の

英語化

国際プロジェクト科目を学内外で実施

ASEAN諸国の学生と共に学ぶ

「ラーニングエクスプレス」

プロジェクトデザインⅠ・Ⅱを

英語版で開講
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2-4 文化を超えた教育研究の場の形成

「プロジェクトデザイン教育」の海外輸出を進めることで、海外に出て行く「グローバル

化」から、世界から多くの人々が「共同と共創による価値」を求めてKITのキャンパスに

集う「新時代の夢考房キャンパス」へと変革を行い、文化の異なる人々と、互いに理解を

深め、協働する力を養う教育研究システムを構築します。

2015年7月、8月、2016年8月、2017年9月に
越日工業大学教員研修実施

2017年9月より、ASEAN地域から
プロジェクトデザイン教育教員研修を実施

29
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3-1 「Society5.0」人材育成に向けたコーオプ教育

●コーオプ教育を核とした「新たな産学協同のプラットフォーム」を実現
●新たな製品・サービス・独自ブランドを産業界と共に創る人材の育成システムを構築

社会実装型の教育実践と研究開発へと発展させ，次世代を担う若きリーダーを育て，

“Society5.0社会ならびにSDGsの振興と推進“に寄与します。
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3-2 コーオプ教育に関して

・コーオプ教育は，インターンシップとは異なり，大学での専門に関連した業務に従事する教育活動

・教育研究のフィールドを，大学から実社会(企業)へ移し，実際の社会課題解決に取り組む

コーオプ教育 インターンシップ

期間 長期間の雇用
（4か月～1年間）

短期就業体験
（1～2週間程度）

教育内容
教育主導の正課教育。大学と企業が共同
でカリキュラムを策定し、専門に関連した
業務に従事する

企業主導による就業体験。プログラムは
受け入れる各企業が策定する。必ずしも
学生の専門に関連した業務に限定されな
い

対価の有無

報酬あり。企業は一社員として学生を受け
入れ、必要な業務に従事させ一定の期間
内に成果が得られる形で実施。従って実
施には大学との十分な話し合いが必要

原則的に報酬なし

事前学習 大学のカリキュラムの一環として事前学習
を共同で実施

就職活動に関連した講座のみ実施

評価方法 コーオプ教育参加学生の指導教員と企業
担当者による総合的な学習評価を実施

主に企業担当者からの評価が中心



32

3-3 コーオプ教育による人材育成 －世界標準の新しい産学連携教育－

コーオププログラムの提供
社会実装体験で深い学び
実用研究レベルの深い学び

32

CWIE : Cooperative & Work
Integrated Education

企業金沢工業大学

■世界産学連携教育協会（WACE）に加盟

・CWIEの推進と国際ネットワーク構築
・産学連携教育研究の促進
・加盟教育機関及び企業との連携強化
・57か国、1,000以上の教育機関が加盟

日本経済の未来に資する

新たな産業の創出

ジョブマッチングによる
退職者の抑制

企業の業務を学生に指示
学生を企業人として指導
大学との協同人材育成

企業の一員として就業
課題解決に取り組む
企業のリーダー教育への寄与



4-1 教育研究のフィールドと研究所

白山麓キャンパス(実証実験)

地方創生研究所扇が丘キャンパス(教育)

実証/
実装開発

研究

高専から大学へのStep Up

Innovation!

大学が実証領域に
乗入れ技術移転の
「死の谷」を克服

COI事業拠点(附置研) ・革新複合材料研究開発センター

研究センター

・材料システム研究所
・先端材料創製技術研究所
・生活環境研究所
・医工融合技術研究所
・加齢医工学先端技術研究所
・科学技術応用倫理研究所
・地方創生研究所
・AIラボ 等

基礎/
要素技術

研究

Science &
Technology

附置研究所

・高信頼理工学研究センター
・先端電子技術応用研究所
・ゲノム生物工学研究所
・情報技術AI研究所
・感動デザイン工学研究所
・地域防災環境科学研究所
・電気・光・エネルギー応用研究

センター
・FMT研究所
・生体機構制御技術研究所
・心理科学研究所 等

八束穂リサーチキャンパス(研究)

研究所群
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4-2 社会実装から起こるイノベーション

34

革新複合材料研究開発センター（2018年から社会実装フェーズを展開）
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「教育・研究」と「社会実装」

4-3 KITリカレント教育：社会との共創を通した「社会人と学生・教員との学び合い」

企 業

（教 育）

（研 究）

KITリカレント教育プログラム

産学官連携による

社員教育

技術開発

要素技術
開発

概念
実証実験

専門知識
習得

チーム力
創造力養成

産学連携

社会人
学生･教員
学びあい

自治体
社会人

学生･教員
学びあい

ビ
ジ
ョ
ン
・
戦
略

！

IOT

市場開拓・商品・サービス開発
新しい価値創出

・情報技術教育
・社会人共学者
・大学院課程

・学生プロジェクト連携
・共同研究 / 受託研究
・技術相談
・研究所メンバーシップ

・組織活性化と倫理
・公開講座

ｻｰﾋﾞｽ開発

学
生

教
員

学
生

教
員
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・社会人共学者で授業に参画し、得た知識を活用して、共同研究を実施。

・自動車リサイクルを目的としたIoTを活用した次世代シュレッダーの研究開発。

・中小企業庁の補助金を獲得し、複数の機関で実装。

企業と大学の
連携協議

社会人
共学者

専門知識を活用
し研究室と協議

IoT，ロボット等

に関する研究
開発

補助金の採択

教育

新規製品の
創出

研究

4-4 事例 ①

① 教育プログラムから企業ニーズの確認、共同研究へ

株式会社リバーヘッドシステムズ及び会宝産業株式会社を主体とした産学連携
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北菱電興株式会社と農事組合法人んなーがら上野営農組合が運営する
いちご圃場にて産学連携

企業と大学の
連携協議

社会人
共学者

専門知識を研究
開発に活用

共同研究の
立上げ

IoT，ロボット等に
関する研究開発

教育

新規事業の
加速化

研究

② 共同研究中の課題解決のために知識を習得し、開発の高度化・加速化

・農業圃場でのIoTおよびロボット等を活用した自動化に関する共同研究。

・共同研究中の開発の高度化・加速化を進めるために、社員が社会人共学者で授業に参画。

・学んだ知識を活用し、開発の高度化・加速化を実践。（現在、実証実験中）

4-4 事例 ②
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企業と大学の
連携協議

社会人
共学者

専門知識を研究
開発に活用

共同研究の
立上げ

自治体の
補助金の獲得

教育

新規製品の
創出

研究

③ 共同研究成果から知識と教員とのネットワークを活用し補助金獲得

・ 廃棄瓦を有効活用した緑化コンクリートに関する共同研究で、実験中。

・ 社会人共学者として授業に参画し、専門知識の修得と学生・教員とのネットワーク強化。

・ 産学連携による自治体の補助金を獲得し、事業化に向けて推進中。

研究

株式会社エコシステム及び小松製瓦株式会社との産学連携

4-4 事例 ③



5-1-1 本学スタイルの研修の実績 -高校教員向け研修- その１

PBLと教育評価をテーマとした本学の研修実績

No. 日 内容 主催 人数 対象

1 H26.12 PBL講演会 京都市教育委員会 58 京都市教員

2 H27.8 PBL・教育評価演習（5日間） (独)教員研修センター 28 全国高校教員

3 H27.10 PBL演習（3時間） 京都市教育委員会 53 京都市教員

4 H27.12 教育評価演習（3時間） 京都市教育委員会 40 京都市教員

5 H28.8 PBL演習（3日間） KIT 15 KIT連携校教員

6 H28.8 PBL・教育評価演習（5日間） (独)教員研修センター 30 全国高校教員

7 H29.8 PBL・教育評価演習（4日間） KIT 22 KIT連携校教員

8 H29.8 PBL・教育評価演習（5日間） (独)教職員支援機構 26 全国高校教員

9 H29.11 教育評価講義 京都府立田辺高等学校 20 田辺高校教員

10 H29.12 教育評価講義 岡山県高等学校工業教育協会 13 岡工協教員

11 H30.8 PBL演習（3日間） KIT 12 KIT連携校教員

12 H30.8 PBL・教育評価演習（5日間） (独)教職員支援機構 33 全国高校教員

13 H30.12 PBL・探究学習研究会 KIT 16 KIT連携大学・高校教員

14 H30.12 FD支援 京都市立京都工学院高等学校 39 京都工学院高校教員

15 H30.12 PBL・評価演習（1日間） 長野県総合教育センター 18 長野県教員

16 H31.3 PBL・評価演習（1日間） 大阪府教育庁 24 大阪府教員
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5-1-1 本学スタイルの研修の実績 -高校教員向け研修- その２

PBLと教育評価をテーマとした本学の研修実績

No. 日 内容 主催 人数 対象

17 R1.6 FD支援 金沢高等学校 10 金沢高校教員

18 R1.7 FD支援 京都市立京都工学院高等学校 35 京都工学院高校教員

19 R1.8 PBL・教育評価演習（4日間） KIT 22 KIT連携高校教員

20 R1.8 PBL・教育評価演習（5日間） (独)教職員支援機構 25 全国高校教員

21 R1.8 PBL・評価演習（1日間） 岡山県高等学校工業教育協会 48 岡山県教員

22 R1.8 PBL・評価演習（1日間） 岡山県立笠岡工業高等学校 39 岡山県教員

23 R1.9 PBL・探究学習研究会 KIT 17 KIT連携大学・高校教員

24 R1.9 FD支援 大阪府立城東工科高等学校 5 城東工科高校教員

25 R1.10 FD支援 大阪府立佐野工科高等学校 41 佐野工科高校教員

26 R1.11 PBL・評価演習（1日間） 長野県総合教育センター 14 長野県教員

27 R1.11 FD支援 金沢高等学校 10 金沢高校教員

28 R1.12 FD支援 大阪府教育庁 48 大阪府教員

29 R1.12 PBL・探究学習研究会 KIT 10 KIT連携大学・高校教員

30 R2.1 奈良タイム発表会・協議会 奈良県教育研究所 40 奈良県教員・高校生

31 R2.1 FD支援 大阪府教育庁 24 大阪府教員

32 R2.8 PBL研修会（PBL概論・事例） 奈良県教育委員会 19 奈良県立王寺工業高校教員

33 R2.8 PBL研修会（科学技術者倫理） 奈良県教育委員会 17 奈良県立王寺工業高校教員
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5-1-2 大学･高校のよりよい教育実践に向けた取り組み -大学・高校での教育実践-

PD担当教員勉強会活動
（高大接続・SDGｓ・ALなどテーマに）
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5-1-3 ルーブリックを用いた学びの状況 -ルーブリックを用いた学び-

42



5-1-4 高校から社会への学びの連続 -探究的な学び-
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5-1-5 高大接続ルーブリックという発想 -高大接続ルーブリック‐

高校から大学、社会まで通して求められている「探究的
な学び」の達成度をルーブリックで把握

そのルーブリックは、社会で求められている力や学校全体
の教育目標に対応するため、抽象度が高く各授業で用
いることが困難

社会で求められる力／学校全体の教育目標に対応した
“全体ルーブリック”と各授業で身に付ける力に対応した
“個別ルーブリック”を作成
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5-1-6 “全体ルーブリック”と“個別ルーブリック” ‐ルーブリック‐
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5-2 数理教育による高大連携

1．高大連携による数理教育研究会

2．数理工教育セミナー

3．KIT数理講座

4．高大連携の学習イベント

5．高等学校の授業参観・大学の授業公開
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5-2-1 高大連携による数理教育研究会

この研究会は、石川県の高等学校の先生方と金沢工業大学・数理工教育研究センターの教員との情報交換や共同
作業により、それぞれの教育現場に効果をもたらす数理教育の教育手法（教材を含む）を研究し、教育実践する
ことを目指すものである。

平成17年（2005年）10月に、高大連携による教育研究プロジェクトという形で、「効果的な数理教材の開発」を
具体的なテーマとして、「高大連携による数理教育の研究」が始まった。

平成17年度（2005年度）から平成26年度（2014年度）まで、毎年5回の研究会を重ね、近年は、定例研究会として
年間3回の研究会を実施している。
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5-2-2 高大連携による数理教育研究会 数理工教育セミナー開催実績

48

No. 年度 テーマ 人数

1 平成14年度 数理教育における論理的思考力の向上を目指して 38

2 平成15年度 多様化する学生への数理教育 46

3 平成16年度 数理教育と人間力－自ら学ぶ力を伸ばすために－ 48

4 平成17年度 これからの数理教育－e ラーニングの活用－ 32

5 平成18年度 高大連携の新しい試み－高大で学ぶ教育工夫－ 51

6 平成19年度 学ぶ意欲から定着へ－生徒・学生が元気になる学び－ 41

7 平成20年度 個に対応する数理教育を目指して－最近の高校生の学力や学習行動の変化を知って－ 24

8 平成21年度 基礎学力の再構築をめざして－連携する学びを通じて－ 38

9 平成22年度 能動的な学びへの変化－授業や課外学習などを通じて－ 38

10 平成23年度 きたえる、ほめる、引き出す教育のこれから－多様化する生徒、学生のために－ 27

11 平成24年度 脱ゆとり教育のこれからを考える－組織的な教育による主体的な学びを目指して－ 32

12 平成25年度 教育の原点に立ちかえる－“わかる”から“考える”さらに“心を動かす”授業をめざして－ 41

13 平成26年度 論理的に考え、表現する力がますます求められる、これからの数理教育 51

14 平成27年度 アクティブ・ラーニングを中心とした数理教育へ 58

15 平成28年度 高大接続改革に向けた数理教育の取り組み 53

16 平成29年度 高大接続と数理教育の質的向上を目指したICTの活用 45

17 平成30年度 数理教育における主体的・対話的で深い学びと高大接続 57

18 令和元年度 学びのモティベーションを高める授業設計　（※新型コロナウィルス感染症拡大に伴い中止）

人数は高等学校からの参加者のみを抽出



5-2-3 高大連携による数理教育の取り組み

49

第１７回 数理工教育セミナー

招待講演の様子

グループ懇談会の様子

定例研究会の様子

高大連携による数理教育研究会 定例研究会

「真空の不思議な現象を体験し、その科学を解き明かそう！」

KIT数理講座
講義の様子



6-1 CDIOイニシアチブの概要と目的

CDIOとは、

Conceive（考え出す）

Design（設計する）

Implement（実行する）

Operate（操作・運用する）

の略で、工科系大学の教育プログラムを改革することを狙いに平成12

年（2000年）にMITとスウェーデンの3つの大学が協力して発足したプ

ロジェクトです。このプロジェクトはCDIOイニシアチブと呼ばれ、

「CDIOシラバス」という卒業生に求める知識・スキル・態度をまとめ

たものと、「CDIOスタンダード」という工学教育のフレームワークを

示した２つの基本文書に基づいて実施されます。
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6-2 CDIOシラバス

「CDIOシラバス」は、「WHAT : 何を学ぶべきか」を示すもので、そ

の中に将来を担う技術者に求められる知識・スキル・態度として、

① 数学・科学等の基礎的な知識と、技術者としての専門 基礎知識

② システムシンキングや批判的思考、仮説と実証、モデル化や定量

化による分析力、技術者としての倫理観

③ チーム運営能力とリーダーシップ、口頭・文書・図形・英語によ

るコミュニケーション能力

④ 社会における技術者の役割、経営的視点、プロジェクト運営・設

計能力、改善能力

等が詳細に記述されています。
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6-3 CDIOスタンダード

「CDIOスタンダード」は「HOW : いかにして実施するか」を示
す以下の12のフレームワークです。その一つ一つに自己評価の
ための5点を満点とする6段階評価のルーブリックが示されてお
り、これに基づき教育プログラムのPDCAサイクルを回すことを
目指します。
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① 基本理念
② ラーニングアウトカムズ
③ 統合化カリキュラム
④ 工学への導入教育
⑤ 設計と実践の体験
⑥ 工学教育の学修環境

⑦ 統合化された学習体験
⑧ アクティブラーニング
⑨ 教員の総合的な能力向上（仕組み・体制）
⑩ 教員の教育能力向上
⑪ 学修成果の測定
⑫ 教育プログラムの評価



6-4 CDIOイニシアチブのゴール

CDIOイニシアチブのゴールは、C‐D‐I‐Oの枠組みによって、特に

学部レベルの専門基礎にフォーカスし、統合化したカリキュラ
ムを学生に提供することで、以下の能力を有する学生を育成す
ることにあります。

① 職務遂行のための深い技術的基礎知識を修得する力

② 新たな製品、プロセス、システムの創造と運用をリードす
る力

③ 研究と技術開発が社会に与える重要性と戦略的影響を理解
する力
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6-5 CDIOにもとづいた教育のミッション

① 高度に組み合わされたCDIO活動を盛り込み、相互に支援し合う
各教育領域を中心としたカリキュラムを編成する

② 「設計」-「製作」-「テスト」を行う豊富な学生プロジェクト
を組み込む

③ アクティブで体験的な学習方式を盛り込む

④ 教室（授業）および近代的学習実験環境の双方にて行う

⑤ しっかりした評価プロセスを通じ常に改善を行う
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6-6 加盟機関数（令和１年９月現在）

55

地域 加盟数 地域 加盟数 地域 加盟数

ヨーロッパ 66 アジア 45 アフリカ 3

UK－アイルランド 17 ラテンアメリカ 15 合 計 173

北アメリカ 19 オセアニア 8 40か国



6-7 本学での開催実績

（1）2014アジア地域会議 平成26年3月24日（月）～26日（水）

会 場：金沢工業大学扇が丘キャンパス 酒井メモリアルホール、
イノベーション＆デザインスタジオ

テーマ：革新的な工学教育の次なる展開
後 援：野々市市・金沢市・公益社団法人日本工学教育協会・北陸信越工学教育協会

独立行政法人国際協力機構（JICA）

12か国の49教育機関・企業・団体から235名が参加し、工学教育について活発な情報交換が行
われました。

（2）2018第14回世界大会 平成30年6月28日（木）～ 7月2日（月）

会 場：金沢工業大学扇が丘キャンパス（23号館、チャレンジラボ）、
国際高専白山麓キャンパス他

テーマ： Innovations in Engineering Education
内 容：基調講演、ポスターセッション、ワークショップ、ラウンドテーブル、

CDIO Academy等

30か国131の高等教育機関・企業・団体から301名（学生含む）が参加し、活発な議論の交換
と国際交流が行われました。
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7-1 KITではSDGｓを全学部全学科で推進しており、活動には学部・学科
の強みが反映されている。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

機械工学科 ◎ 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

ロボティクス工学科 ◎ 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

航空システム工学科 ◎ ◎

電気電子工学科 ◎ ◎ ◎ 〇 〇

電子情報通信工学科 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇

情報工学科 〇 ◎ ◎ 〇 ◎ ◎ ◎

建築学科 〇 ◎ 〇 ◎ ◎

建築デザイン学科 〇 ◎ ◎ ◎ ◎

環境土木工学科 〇 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

メディア情報学科 ◎ ◎ ◎ 〇 〇 〇

心理情報学科 ◎ 〇

経営情報学科 ◎ ◎ 〇 ◎ ◎ 〇 〇 ◎ ◎ ◎ 〇 〇

応用バイオ学科 ◎ 〇 ◎ ◎

応用化学科 〇 〇 ◎ 〇 〇 ◎ ◎ ◎

各学科において学生がPDⅢを通じて生み出した成果とSDGs17の目標との照合

この表は、2019年度プロジェクトデザインⅢ公開発表審査会予稿集より、各SDGsゴールに関連するテーマ（内容）を抽出し、

1つは〇、2つ以上は◎を記しています。
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地球規模

誰一人置き去りにしない
（取り残さない）

バックキャスティング

7-2 ＳＤＧｓにおいて重要な三つの言葉

SDGsにおける
３つのキーワード
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現状の延長上では、もう持続可能な

社会には届かない

バックキャストからの破壊的創造

現在 未来

フォアキャスティング

バックキャスティング

地球規模

誰一人置き去り
にしない（取り
残さない）

バックキャスティ
ング
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7-3 誰一人取り残さないためには、トレードオフを解消し、ＯＲをＡＮＤに
変える必要がある。

トレードオフ＝
何かを選択するために何かを犠牲にすること

ＩＴ・ＡＩの発展 賃上げ抑制

女性の社会進出 子どもの貧困

地球規模

誰一人置き去り
にしない（取り
残さない）

バックキャスティ
ング

技術を正しく開発し、
正しく使うことでどちら

も両立させる

新しい技術の活用や
社会システムの構築
によりどちらも両立さ

せる
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7-4 ＫＩＴでは、ＳＤＧｓに貢献する次世代リーダーの育成を推進している
（学生主体＝自ら学び行動する）

学生

学生

職員 教員

学生

教員

職員

サポート指導

未来を共創
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7-5 事例① 災害対応パーティションであるシンクロンの共同開発

別紙参照
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7-5 事例② 都市型洪水、ヒートアイランド現象緩和のための廃棄瓦を
有効利用した緑化コンクリートの共同開発

別紙参照
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7-5 事例③ 廃棄自動車の椅子をリサイクルして生産するトレジャーチェア
の生産方法の確立と販売促進

別紙参照
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7-5 事例④ アバターを用いた次世代型教育のサービスに関する共同開発

別紙参照
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7-5 事例⑤ 多様で包摂的な社会を楽しむためのチェアスキーとＶＲを用いた
シミュレーターの共同開発

別紙参照
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7-5 事例⑥ ゲーミフィケーション教材の開発・提供を通じた教育改革の推進

©SDGs Global Festival of Action

世界65か国 2万5千人以上が体験

別紙参照
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7-6 学部・学科別のPDⅢとSDGsとの関係

1番目に多かったゴール 2番目に多かったゴール 3番目に多かったゴール

機械工学科
７：バイオマスボイラに用いられる燃料用木質チッ
プに対する乾燥法の検討

３：胃壁縫合装置の開発
１１：負のポアソン比を有するCFRTP構造の成形
と評価に関する実験的検討

ロボティクス工学科
１０：EEGによって指先動作を制御する筋電義手シ
ステムの開発

１３：ドローンで投下配置可能な被災状況モニタシ
ステム

２：害獣対策のためのベルト移動型ロボットの
開発と評価

航空システム工学科
７：液体噴射によるマイクロガスタービンの性能改
善効果に関する研究

９：大気圧プラズマ広範囲処理による炭素繊維強
化プラスチックの塗装性向上

電気電子工学科
７：エネルギーマネージメント ーバイオマスシステ
ム：電気と熱を地元産木材チップで供給ー

１２：植物由来絶縁油中の直流沿面放電特性に関
する研究

２：外的刺激に対するマイタケとキクラゲの生体
電位応答に関する研究

電子情報通信工学科
１１：酸化物前躯体のプラズマ窒化による酸窒化タ
ンタル微粒子の作製と評価（１）

９：レーザを用いた非破壊非接触用の強力空中パ
ルス超音波音源の開発

２： ＰＬＣを用いた獣害対策向けＩоＴデバイスの
開発

情報工学科
４：習熟度に応じて表示内容が変化するARを用い
たプログラミング学習システム

３：あおり運転判別機能を有する悪質運転車通報
システムの開発

１０：コード化点字ブロックにおける案内情報の
半自動生成について

建築学科
１３：熊本地震で建設された仮設住宅の通風に関
する研究－甲佐町白旗仮設団地を対象に－

１１：分類化した街区形態における延焼抑制対策
の効果検証

７：太陽追尾再生可能エネルギー回収システム
の建築への適用効果実証研究エネルギーと温
熱環境の見える化の検討

建築デザイン学科
１１：空き家の発生要因と空き家対策の実態に関
する調査分析

２：伝承する畦道 －地元農家と高校生が創る農
業施設－

１３：南海トラフ地震における津波火災の予測
に関する研究

環境土木工学科
１１：曲げひび割れを有する覆工コンクリートの経
年劣化（１）ー環境作用による外観変化ー

１３：Ｇｏｏｇｌｅストリートビューによる水害の被害予
想の可視化

９：コンクリートの予防保全としてのシートを用
いた遮塩性と耐中性化の評価

メディア情報学科
９：IoT機器に対するセキュリティ意識を改善する
ゲームの開発

３：駐停車中の判断誤りを防止する自動車運転支
援アプリの開発

４：電子ブロックを活用した保育支援のための
アイディア共創とその実作

心理情報学科
３：大学生に対する抑うつ予防を目指した短期的
心理教育プログラムの検討

１３：災害時における恐怖感が恐怖表情の認知に
与える影響

経営情報学科 １５：衛星画像に用いたスギ材積の推定
３：介護施設の活性化に関する研究～新たなレク
リエーションの創出～

４：ゲーミフィケーションによる未来のＥＳＧ人材
育成に関する研究

応用バイオ学科
３：界面バイオプロセスによるモナスカス橙黄色色
素の生産

１２：脱デンプン小麦フスマでの麹菌のプロテオー
ム解析

１５：白山麓における植物の雑種化についての
研究

応用化学科
１２：π共役構造を有する含硫黄配位子化合物の開
発

６：麹菌酵素を用いた浄化材料における耐久性固
定化担体の研究

１４：養殖水槽中の水質管理に関する研究
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7-7 金沢工業大学SDGs Global Youth Innovators

活動に興味がある人は、こちらに是非連絡してください。
経営情報学科を中心に様々な学部・学科の学生が所属し、日々楽しく活動しています。
代表：高畠晃大 b1820267@planet.kanazawa-it.ac.jp
副代表：清水美彩季 b1802388@planet.kanazawa-it.ac.jp
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